
広
報徳之島
Tokunoshima Town public relations

【 特 集 】 徳 之 島 高 校 で 自 分 の 未 来 を 切 り 拓 け ！
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『
広
域
連
携
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）』
と
は
、
同
じ
課
題
を
持

つ
複
数
の
自
治
体
が
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

仕
組
み
を
通
じ
て
寄
附
を
募
集
、
課
題
解
決
を
行

う
取
り
組
み
で
す
。

今
回
の
『
未
来
を
担
う
高
校
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
は
、
徳
之
島
町
の
ほ
か
、
長
野
県
白
馬
村
、

岡
山
県
玉
野
市
な
ど
全
国
の
４
つ
の
自
治
体
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
総
合
サ
イ
ト
『
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
』
を
運
営
す
る
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
が

連
携
し
、
高
校
生
が
取
り
組
む
事
業
や
高
校
魅
力

化
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

徳
之
島
町
の
実
施
す
る
『
未
来
を
担
う
高
校
生

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、
徳
之
島
に
根
付
く

「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
と
い
う
想
い
か
ら
、『
島

ぬ
宝
ふ
る
さ
と
納
税
』
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
名
づ

け
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
徳
之
島
高
校
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
し
、
高
校
生
が
自
ら
自
分
の
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

徳
之
島
は
離
島
と
い
う
土
地
柄
、
予
備
校
や
学

習
塾
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
本
土
と
比
べ

学
校
外
で
の
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
徳
之
島
高
校
に
お
け
る
過
去
３
年
の
４

年
制
大
学
へ
の
進
学
率
は
約
30
％
。
多
く
の
生
徒

が
、
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
、
医
療
系
や
、
公
務

員
養
成
系
を
中
心
と
す
る
専
門
学
校
や
短
期
大
学

を
志
望
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
大
学
や
大
学
生
が
身
近
で
な
い
こ
と
、
離

島
で
あ
る
た
め
に
普
段
の
生
活
で
目
に
す
る
職
業

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
進
路
の
選
択
肢
を
狭

め
て
い
る
こ
と
が
強
く
う
か
が
え
ま
す
。

『
島
ぬ
宝
ふ
る
さ
と
納
税
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
生
徒
が
自
学
自
習
に
真
剣
に
取
り
組
め
る
環

境
の
整
備
や
、
自
ら
の
視
野
を
広
げ
、
可
能
性
を

探
る
場
所
・
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
放
課
後
や
休
日
に
利
用
で
き
る
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
備
え
た
自
学
自
習

拠
点
の
整
備
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
動
画

教
材
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
企

業
・
研
究
者
等
の
講
演
な
ど
、
多
様
な
学
問
や
職

業
分
野
の
情
報
に
接
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
進
路

に
対
す
る
視
野
拡
大
を
図
り
ま
す
。

県
内
初
の
広
域
連
携
Ｇ
Ｃ
Ｆ

徳
之
島
高
校
と
町
が
取
り
組
む

『
島
ぬ
宝
ふ
る
さ
と
納
税
』

『未来を担う高校生応援プロジェクト』
徳之島町ＧＣＦ“島ぬ宝ふるさと納税”

徳之島高校で自分の未来を切り拓け！

～小さな島から大きな挑戦～
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『
広
域
連
携
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）』
と
は
、
同
じ
課
題
を
持

つ
複
数
の
自
治
体
が
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

仕
組
み
を
通
じ
て
寄
附
を
募
集
、
課
題
解
決
を
行

う
取
り
組
み
で
す
。

今
回
の
『
未
来
を
担
う
高
校
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
は
、
徳
之
島
町
の
ほ
か
、
長
野
県
白
馬
村
、

岡
山
県
玉
野
市
な
ど
全
国
の
４
つ
の
自
治
体
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
総
合
サ
イ
ト
『
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
』
を
運
営
す
る
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
が

連
携
し
、
高
校
生
が
取
り
組
む
事
業
や
高
校
魅
力

化
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

徳
之
島
町
の
実
施
す
る
『
未
来
を
担
う
高
校
生

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、
徳
之
島
に
根
付
く

「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
と
い
う
想
い
か
ら
、『
島

ぬ
宝
ふ
る
さ
と
納
税
』
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
名
づ

け
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
徳
之
島
高
校
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
し
、
高
校
生
が
自
ら
自
分
の
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

徳
之
島
は
離
島
と
い
う
土
地
柄
、
予
備
校
や
学

習
塾
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
本
土
と
比
べ

学
校
外
で
の
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
徳
之
島
高
校
に
お
け
る
過
去
３
年
の
４

年
制
大
学
へ
の
進
学
率
は
約
30
％
。
多
く
の
生
徒

が
、
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
、
医
療
系
や
、
公
務

員
養
成
系
を
中
心
と
す
る
専
門
学
校
や
短
期
大
学

を
志
望
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
大
学
や
大
学
生
が
身
近
で
な
い
こ
と
、
離

島
で
あ
る
た
め
に
普
段
の
生
活
で
目
に
す
る
職
業

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
進
路
の
選
択
肢
を
狭

め
て
い
る
こ
と
が
強
く
う
か
が
え
ま
す
。

『
島
ぬ
宝
ふ
る
さ
と
納
税
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
生
徒
が
自
学
自
習
に
真
剣
に
取
り
組
め
る
環

境
の
整
備
や
、
自
ら
の
視
野
を
広
げ
、
可
能
性
を

探
る
場
所
・
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
放
課
後
や
休
日
に
利
用
で
き
る
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
備
え
た
自
学
自
習

拠
点
の
整
備
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
動
画

教
材
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
企

業
・
研
究
者
等
の
講
演
な
ど
、
多
様
な
学
問
や
職

業
分
野
の
情
報
に
接
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
進
路

に
対
す
る
視
野
拡
大
を
図
り
ま
す
。

離
島
と
い
う
環
境

離
島
ハ
ン
デ
の
克
服

　徳之島町は、徳之島高校の課題解決を図るため、、同様の課題を持つ
全国４つの自治体と協力し、広域連携ＧＣＦ『未来を担う高校生応援プ
ロジェクト』を実施します。

『未来を担う高校生応援プロジェクト』
徳之島町ＧＣＦ " 島ぬ宝ふるさと納税 ” 概要

　平成 30 年 10 月 11 日、徳之島町
と徳之島高校、株式会社トラストバ
ンクが、プロジェクトＰＲ記者会見
を行いました。

◆事業名～島ぬ宝ふるさと納税～離島ハンデ

の克服！高校生の視野を広げ、意欲と主体

性を喚起する機会・環境の提供！

◆目標金額 ：1,000,000 円

◆ 寄 附 募 集 期 間：2018 年 10 月 11 日 ～

2018 年 12 月 31 日（82 日間）

◆概要：離島というハンデを克服するため、

自学自習拠点を整備し、先進的企業や研究

者を講師として招請することで高校生の進

路の視野を広げ、子ども達の可能性の向上・

拡大を通して、徳之島町全体に活力が生ま

れる環境を作ることを目的とします。
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本
校
は
、
徳
之
島
高
校
と
徳
之
島
農
業
高
校
の

発
展
的
統
合
に
よ
り
平
成
18
年
に
開
校
し
、
本
年

で
創
立
13
年
目
を
迎
え
る
、
普
通
科
と
総
合
学
科

（
生
物
生
産
、情
報
ビ
ジ
ネ
ス
、生
活
科
学
の
３
コ
ー

ス
選
択
制
）
を
擁
す
る
県
立
高
等
学
校
で
す
。
国

内
他
地
域
の
離
島
、
僻
地
校
と
同
様
、
少
子
化
の

波
の
中
で
学
校
規
模
の
縮
小
が
免
れ
ぬ
状
況
の
中
、

多
様
な
進
路
希
望
を
持
つ
生
徒
す
べ
て
が
、
高
校

生
活
を
通
し
て
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
島
立
ち
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
生
徒
一
同
、
日
々
の
歩

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

距
離
や
時
間
、
情
報
や
経
済
的
な
面
で
、
離
島

の
ハ
ン
デ
は
確
か
に
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
、
島
の
子
供
達
の
高
い
資
質
能
力
と
島
を
思

う
人
々
の
熱
い
支
援
は
、
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
生

か
し
、
本
校
は
、
小
規
模
校
で
は
あ
る
が
オ
ー
ル
ラ

ウ
ン
ド
で
あ
り
、
か
つ
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
接
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
学
校
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
進
事
例
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
価
値
が
高
い
と
考
え

ま
す
。
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
学
校
規
模
の
縮
小
は
、

ク
ラ
イ
シ
ス
で
あ
る
と
同
時
に
、
更
な
る
変
革
・
改

善
に
進
む
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

我
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対
し
、
Ｇ
Ｃ
Ｆ
と
い
う
仕

組
み
を
通
し
島
を
想
う
皆
様
に
御
支
援
い
た
だ
け
る

機
会
を
設
定
し
て
下
さ
い
ま
し
た
徳
之
島
町
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

小
規
模
で
も
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
対
応

し
、
か
つ
存
在
感
あ
る
学
校
を
目
指
し
て

徳之島町ＧＣＦ『島ぬ宝ふるさと納税』への “ 想い ”

徳之島高等学校　校長
立石 賢二

　

徳
之
島
高
校
の
生
徒
さ
ん
の
元
気
な
姿
を
見
て
、
い
つ
も

た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
ん
な
が

徳
之
島
高
校
の
生
徒
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
徳
之
島
町
役
場
で
働
く
人
た
ち
の
中
に
も
、
徳
之

島
高
校
の
卒
業
生
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
徳
之
島
町

を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、“

想
い”

を
持
っ
て
仕
事
に
励

ん
で
い
ま
す
。

町民のみんなで応援しています！
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私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
徳
之
島
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
昨
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
く
機
会
が

あ
り
、
そ
こ
で
色
ん
な
人
た
ち
と
出
会
っ
た
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
達
と
触
れ
合
い
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
高
校
卒
業
後
は
、
語
学
系
の
学

校
へ
進
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
年
生
に
進
級
し
て
か
ら
は
友
達
と
進
路
の
話

を
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
よ
り
は
、
安
定
し
て
い

る
と
い
う
理
由
で
医
療
系
や
公
務
員
を
目
指
す
子

が
多
く
い
ま
す
。
親
か
ら
も
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
る
子
が
多
い
よ
う
で
す
。
身
近
に
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
な
人
が
い
な
い
離
島
と
い
う
環
境
の
中

で
、
何
か
き
っ
か
け
が
な
い
限
り
、
自
分
が
や
り

た
い
事
や
将
来
の
夢
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　本プロジェクトを支援して下さる皆様
に、徳之島高校の生徒が作った「じゃが
いも」と「豚味噌」のセットを返礼品と
してお贈りします。
　皆様から頂いたご寄附は、大切に活用
させていただきます。
※内容量につきましては、収穫量によって決めさせてい

ただきます。あらかじめご了承ください。
※発送時期につきましては、産地直送にて『新じゃが』

をお贈りしますので、じゃがいもの収穫時期 3 月～ 4
月頃になります。

徳之島町ＧＣＦプロジェクトへ、全国の皆様からの “ 想い ” を募集中です。

徳
之
島
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

徳之島町役場企画課ふるさと思いやり応援推進係
TEL ０９９７－８２－１１１１

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
島
内
・
島
外
で
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、
進
路
選
択
の
重
要
な
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
島
外
へ
は
そ
う
何
度

も
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
講
師
の
方
に
徳
之
島

に
来
て
い
た
だ
け
る
の
は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

徳
之
島
高
校
の
生
徒
会
長
に
な
り
間
も
な
い
私
で
す

が
、
勉
強
や
部
活
を
は
じ
め
、
様
々
な
面
で
徳
之
島
高

校
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
人
と
人
と

の
繋
が
り
が
強
い
徳
之
島
だ
か
ら
こ
そ
、
高
校
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
特
産
品
開
発

等
を
行
う
こ
と
で
、
町
全
体
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。

徳
之
島
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
徳
之
島
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
発
見
し
、誰
も
が
「
徳
之
島
に
住
み
た
い
」

「
徳
之
島
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
地
域

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

徳之島町ＧＣＦ　島ぬ宝ふるさと納税

徳之島町ＧＣＦ『島ぬ宝ふるさと納税』への “ 想い ”

徳之島高等学校　生徒会長
幸山 千尋 さん
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不安定な天候ながらも大勢の人が来場 尾母小中全校生徒での紅白対抗綱引き

９
月
24
日
と
25
日
の
連
夜
、
下
久
志

集
落
の
通
称
「
十
五
夜
浜
」
で
、
伝
統

行
事
の
「
十
五
夜
祭
り
」
が
あ
り
ま
し

た
。
24
日
は
集
落
住
民
が
交
流
。
25
日

は
地
元
住
民
の
ほ
か
、
集
落
出
身
者
や

知
人
、友
人
を
招
待
す
る「
十
六
夜
祭
り
」

が
行
わ
れ
た
同
祭
り
。
風
が
強
く
不
安

定
な
天
候
な
が
ら
も
大
勢
の
人
が
訪
れ
、

名
物
の
か
や
ぶ
き
小
屋
「
サ
ン
シ
キ
」

で
は
一
重
一
瓶
の
宴
で
交
流
。
恒
例
の

相
撲
や
島
唄
、力
石
を
持
ち
上
げ
る
「
ハ

ン
タ
石
か
つ
ぎ
」、
新
生
児
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
る
「
ミ
イ
バ
マ
ク
マ
シ
（
新

浜
踏
ま
し
）」
な
ど
が
行
わ
れ
、
祭
り
の

夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

９
月
16
日
・
23
日
の
日
曜
日
、
町
内

の
小
中
学
校
で
運
動
会
及
び
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尾
母
地
区
で
は
16
日
、『
闘
志
を
燃

や
せ
～
25
人
の
熱
き
戦
い
が
こ
こ
に
あ

る
～
』
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
体
育
大

会
を
実
施
。
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
全

25
名
や
尾
母
保
育
所
の
園
児
、
地
域
住

民
が
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
体

育
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
23
日
に

開
催
さ
れ
た
運
動
会
で
も
、
児
童
や
園

児
が
精
一
杯
競
技
に
取
り
組
む
姿
が
み

ら
れ
、
応
援
に
訪
れ
た
保
護
者
や
地
域

住
民
か
ら
た
く
さ
ん
の
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

下
久
志
十
五
夜
祭
り
、
月
夜
の
宴
を
楽
し
む

小
中
学
校
運
動
会
・
体
育
大
会
、
町
内
各
地
で
熱
戦

集落の辻々でイッサンボーを中心に歌い踊る 町制施行 60 周年記念となったスポーツ大会

９
月
22
日
、
尾
母
集
落
で
「
ア
キ
ム

チ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
キ
ム
チ

は
、
今
期
の
豊
作
に
感
謝
し
、
来
期
の

豊
年
を
祈
願
す
る
尾
母
集
落
の
伝
統
行

事
。
午
後
７
時
ご
ろ
、
尾
母
小
中
学
校

横
の
溝
川
（
じ
ょ
う
ご
）
神
社
を
、
招

福
神
の
か
か
し
「
イ
ッ
サ
ン
ボ
ー
」
と
、

た
い
ま
つ
を
掲
げ
た
踊
り
連
一
行
が
出

発
。
集
落
に
越
し
て
き
た
家
や
集
落
の

辻
々
で
、「
イ
ッ
サ
ン
ボ
ー
」
を
中
心

に
輪
を
作
り
、
太
鼓
に
合
わ
せ
て
「
ど

ん
ど
ん
節
」
を
歌
い
踊
り
ま
し
た
。
終

盤
に
は
再
び
同
神
社
で
歌
と
踊
り
を
奉

納
し
、
行
事
の
最
後
は
餅
投
げ
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
15
日
、
亀
津
児
童
公
園
で
、「
第

45
回
ゆ
め
・
と
き
め
き
徳
之
島
町
ね
ん

り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」（
町
主
催
、
町

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催
）
が
あ
り

ま
し
た
。
町
内
10
地
区
の
満
60
歳
以
上

の
高
齢
者
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加

し
、
計
15
の
種
目
で
競
い
合
い
交
流
し

ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
の
影
響
で
屋
内

開
催
と
な
っ
た
同
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
今

年
は
前
回
と
う
っ
て
か
わ
り
絶
好
の
ス

ポ
ー
ツ
日
和
と
な
り
、
前
年
度
優
勝
の

中
区
が
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
勝
・
中
区
チ
ー
ム
、
２
位
・
母
間

チ
ー
ム
、
３
位
・
北
区
チ
ー
ム
】

尾
母
ア
キ
ム
チ
、
伝
統
行
事
で
賑
や
か
に
歌
い
踊
る

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
猛
暑
に
負
け
な
い
熱
気
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町からのお知らせ
入園を希望される方は期間内に手続きを

徳之島町立幼稚園平成 31 年度園児募集案内

下記の通り園児募集をします。入園を希望される方は期間内に手続きをしてください。

必要書類等につきましては、各幼稚園にございますので、各幼稚園にお問い合わせください。　

●受付期間および受付時間
　平成 30 年 12 月３日（月）～ 12 月７日（金）　午後 3 時～ 4 時 45 分

　※願書交付 ･･･11 月 22 日（木）から（午後 3 時～ 4 時 45 分に来園してください。）

●対象児
　亀津幼稚園（☎ 83-1460）５歳児 ※２クラス、亀徳幼稚園（☎ 83-2425）3・4・5 歳児、

　花徳幼稚園（☎ 84-0081）3・4・5 歳児、山幼稚園　（☎ 84-9136）3・4・5 歳児

●準備する物＝子どもの住民票、印鑑、	 平成 30 年度税額等証明書 ( 世帯分 )

●その他
・５歳児の募集は１クラス 30 名、３・４歳児は１クラス 20 名程度とし、原則、校区内で募集します。

  ただし、場合によっては亀津校区から他校区への入園は可能ですのでご相談ください。

・花徳幼稚園と山幼稚園については、希望者は預かり保育をします。

学校教育課　☎ 0997-82-1308問

主に消費者問題に関する相談について、弁護士相談会を開催します。

相談は無料です。相談をご希望の方は事前の申し込みが必要となりますので、11 月 9 日（金）ま

でに役場企画課へお申込みください。

●日時＝平成 30 年 11 月 16 日（金）　午前 9 時～正午

　※１件につき 30 分以内

●場所＝徳之島町生涯学習センター３階工作室

●内容＝消費者問題に関する相談

※件数に満たない場合は消費者問題以外の相談も対象とします。

企画課　消費生活相談窓口　☎ 0997-82-1111（内線 222）

どなたでも安心して相談を

弁護士相談会のお知らせ
問

消費者庁イラスト集より

女性・子ども・高齢者等をめぐる人権の問題や近隣とのトラブルなど、身近なことで困っている

ことはありませんか。人権擁護委員が、皆さんとともに問題解決のための方法を考えます。相談は

無料で、相談内容についての秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

●日時＝平成 30 年 12 月４日（火）　午前 10 時～午後３時

●場所＝亀津 東区公民館

鹿児島地方法務局奄美支局　☎ 0997-52-0376

お気軽にご相談ください

特設人権相談所の開設について
問
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町からのお知らせ

＜認知症サポーター養成講座＞
　●日時＝平成 30 年 11 月 10 日（土）午前９時 30 分～ 11 時 30 分

　●会場＝山公民館

　●内容＝①認知症講演会「認知症を知り、地域で支えよう」

　　　　　　講師：黒野明日嗣先生（いづろ今村病院 院長）

　　　　　② SOS ネットワーク訓練（認知症の症状を知り、サポートができる。認知症で場所が

		     分からなくなっても、困らないように、回りの人が早く気付いて声かけができる。）

　●対象者＝小学生から大人まで、どなたでも参加できます。

　　　　　　（参加された方には「オレンジリング」を配布します。）

＜地域の元気をつなぐ研修会・交流会＞
　●日時＝平成 30 年 11 月 19 日（月）午後 2 時～ 4 時

　●会場＝徳之島町生涯学習センター２階ホール

　●内容＝①各地区の活動発表

　　　　　②講演「元気を引き出す！ちょっとしたコツ！」

　　　　　　講師：濵田桂太朗氏（鹿児島 / 株式会社ユニティ代表取締役）

　●対象者＝高齢者や、高齢者を支援する活動に興味がある方など、どなたでも参加できます。

＜パーキンソン病患者さんとご家族の集い＞
　●日時＝平成 30 年 11 月 16 日（金）午前９時 30 分～ 11 時 30 分

　●会場＝徳之島町地域福祉センター２F 会議室

　●内容＝講話・演習「おいしく、楽しく　食べるために」

　●講師＝鹿児島大学摂食・嚥下障害看護認定看護師　福田ゆかり氏

　※問い合わせ先＝徳之島保健所　☎ 0997-82-0149

介護福祉課地域包括支援センター　☎ 0997-82-1111

奮ってご参加ください

地域包括支援センターより講座・研修等のお知らせ
問
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町からのお知らせ
皆様のお越しをお待ちしております

第６回「徳之島町食と農林漁業の祭典」を開催します

第６回「徳之島町食と農林漁業の祭典」を 11 月 11

日（日）午前 10 時から亀津新漁港にて開催いたします。

今年度は町制施行 60 周年記念事業の一環としまし

て、徳之島生まれ鹿児島黒牛の無料試食や、漁業集落

船団によるちびっ子航海体験、マグロの解体ショー、

お楽しみ抽選会等があります。多数の皆様のお越しを

お待ちしております。

農林水産課　☎ 0997-82-1111（内線 244）問

住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 121）

愛犬のために予防注射を

畜犬登録及び狂犬病予防注射の日程について
問

狂犬病予防注射（未接種分）を 11 月 22 日（木）に下記の日程で実施します。

狂犬病予防注射は毎年 1 回受けることが狂犬病予防法により義務づけられています。５月に予防

接種を受けなかった飼い犬をお持ちの方は、必ず接種を受けましょう。

※犬の登録をされている方は、犬の鑑札をご持参ください。
※当日の注射料金は 3,400 円です。おつりが出ないようご協力をお願いします。
※飼っている犬がすでに死亡した、譲り渡したなどの場合には、住民生活課までご連絡ください。

月日 実施地区 時間 実施場所
亀 津 ４ 区 9 時 00 分～ 10 時 00 分 児 童 公 園
尾 母 ・ 大 原 10 時 10 分～ 10 時 20 分 徳 田 商 店 前 広 場
亀 徳 10 時 35 分～ 11 時 05 分 亀 徳 振 興 セ ン タ ー
徳和瀬・諸田・神之嶺 11 時 15 分～ 11 時 30 分 諸 田 公 民 館
井 之 川・ 旭 ヶ 丘 11 時 35 分～ 11 時 55 分 井 之 川 公 民 館
下 久 志

13 時 00 分～ 13 時 40 分 母 間 新 港池 間 ・ 反 川
大 当・ 花 時 名
花 徳 ・ 轟 木 13 時 50 分～ 14 時 10 分 前 川 生 活 館
畦 ・ 山 14 時 20 分～ 14 時 35 分 山 公 民 館
金 見 14 時 45 分～ 14 時 50 分 金 見 公 民 館
手 々 15 時 00 分～ 15 時 05 分 堀 田 石 油 前 広 場
全 地 区 16 時 10 分～ 16 時 30 分 役 場 前 広 場（ 亀 津 ）

11
月
22
日
（
木
）

昨年のマグロ解体ショーの様子
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町からのお知らせ

徳之島町では各種税金・使用料の口座振替をお勧めしております。これは指定した金融機関があ

なたに代わって預貯金口座から振替えて、町に納付する制度です。一般的に手続きは一度で、翌年

度以降は自動的に更新されますので、納期のたびに金融機関などへ行く手間が省けて大変便利です。

●必要な物＝口座振替依頼書（役場収納対策課または各金融機関にあります）、預貯金の通帳、届出印

●取り扱い金融機関
鹿児島銀行、奄美大島信用金庫、奄美信用組合、九州労働金庫、あまみ農業協同組合、ゆうちょ銀行

※徳之島島外の方で、口座振替を申請される方は口座振替依頼書を郵送いたしますので、収納対

　策課までご連絡下さい。（但し上記金融機関のみ御利用可能です。）

●振替日＝町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）

	 　納付月の 25 日（ゆうちょ銀行）、納付月の 28 日（ゆうちょ銀行以外の金融機関）
※振替日が、土・日・祝日の場合は翌営業日が振替日となります。残高不足等による口座振替がで

　きなかった場合、再引落し出来ません。その場合は督促状が発送されますので、引落し前日まで　

　に残高の確認をお願いします。

※口座振替の手続きには、納期

　限のおおむね２カ月前までに　

　お願いします。（※申込み時期　

　によっては、次回納付分から　

　の振替となる場合があります。）

該当する場合は届出を

農地法で必要な届出について

農地法では下記の届け出が必要です。

◇農地の売買、賃貸契約には農地法第３条許可が必要です。

◇農地の相続登記をした場合は、必ず農業委員会へ届け出てください。

◇農地に住宅、墓地、牛舎等を建てる際も農業委員会へ申請し許可が必要です。

◇農地の転用には許可が必要です。（今年度から県知事許可から町長許可へ権限が移譲されました）

◇小作料について

　農地を借りる場合は貸し手に小作料（借賃）を支払わなければなりません。本町では概ね 10a
（1,000㎡）当たり１万円ですが、これに決まりはありませんのであくまでも貸し手と借り手の当事
者間で決めることが原則です。
◇下限面積について

　農地を取得（購入）しようとする際は農業委員会が定めた下限面積を所有していないと農地を取

得できません。本町の下限面積は５０a（５，０００㎡）です。この下限面積がない方の農地の売買、

賃貸契約はできません。（農地が０㎡の方でも、売買や賃貸契約で申請する農地が５０a 以上あれば

申請可能です。）

農業委員会事務局　☎ 0997-82-1111（内線 271、272）問

平成 30 年 12 月 固定資産税（３期）、国民健康保険税（４期）

平成 31 年１月 町県民税（４期）

平成 31 年２月 固定資産税（４期）、国民健康保険税（５期）

便利で確実な口座振替もご利用ください

町税等の自主納税（納期内納付）にご協力ください

収納対策課 　☎ 0997-82-1111（内線 172、173）問

今後の納期一覧

軽自動車税　納め忘れはありませんか
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町からのお知らせ

【農地中間管理事業の概要】

○農地中間管理機構が農地を借り受け、できるだけまとまった形で農地利用の集積・集約化を目

　指す担い手に貸し付けます。

○狭小な区画や排水条件が悪いなど、担い手が使いにくい農地は、必要に応じて農地中間管理機

　構が整備して、担い手に貸し付けます。

○農地中間管理機構は、借りた農地を借り手が見つかるまでの間、責任を持って管理します。

○農地中間管理機構は、その業務の一部を市町村などに委託し、農地中間管理機構と地域の農業

　関係団体などが一体となって、農地集積・耕作放棄地解消を推進します。

農業委員会事務局　☎ 0997-82-1111（内線 271、272）

農地の貸し借りを調整します

農地中間管理事業を活用しましょう
問

リタイアするので農地を貸したい
⇒農地中間管理機構に農地を貸してください。
お借りした農地は機構が担い手に転貸します。

利用権を交換して分散した農地をまとめたい
⇒農地を集約したいと想っている関係者の方
が、そろって農地中間管理機構に農地を貸し
てください。機構が担い手の使いやすい形に
まとめて転貸します。

企業などが農業参入するので農地を借りたい
⇒農地中間管理機構から農地を借りることが
出来ます。鹿児島県の機構のホームページに
アクセスし、まずは借り手の募集に応募して
ください。

新規就農するので農地を借りたい
⇒農地中間管理機構から農地を借りることが
出来ます。まず機構の借り手の募集に応募し
てください。
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情報掲示板

レ
ー
ラ
イ
ス
を
先
着
80
食
分
、

２
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。
皆

様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
平
成
30
年
11
月
25
日

（
日
）【
受
付
】
午
前
８
時
30

分
【
開
会
式
】
午
前
９
時
30

分　
【
ス
タ
ー
ト
】
午
前
10
時

※
小
雨
決
行

●
集
合
場
所
＝
山
公
民
館

●
コ
ー
ス
＝
山
公
民
館
～
県
道

～
金
見
方
面
折
り
返
し

●
種
目
＝
３
㎞
・
10
㎞

●
参
加
料
＝
小
中
高
生
：
無
料　

一
般
：
５
０
０
円

※
小
中
高
生
は
保
護
者
の
承
諾

が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
は
当
日
、
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
主
催
＝
徳
之
島
町
陸
上
競
技

連
盟

●
後
援
＝
地
域
営
業
課
、
社
会

教
育
課
、
花
徳
支
所

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
徳
之
島
町

陸
上
競
技
連
盟
（
北
郷
）

☎
０
９
０
―
７
１
５
４
―
７
９
８
６

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま

で
の
７
日
間
は
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
期
間
で
す
。

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥

し
、
風
も
強
く
、
一
度
火
災
が

発
生
す
る
と
、
大
火
災
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
火
災
で
亡
く
な
る
方

の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
で
す
。
逃

げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
徳
之
島
地

区
消
防
組
合
消
防
本
部　

総
務

課
予
防
係　

☎
０
９
９
７
―
８
３
―
３
１
６
０

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
週
間
」
で
す

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
は
、
労
働
者
を

１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、

パ
ー
ト
雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト

雇
用
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と

し
て
事
業
主
は
加
入
手
続
き

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「

労
災
保
険
」
は
労
働
者
が

業
務
上
の
事
由
等
に
よ
る
負

傷
・
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
も

の
で
す
。

ま
た
、「
雇
用
保
険
」
は
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
等
に

必
要
な
給
付
を
行
い
雇
用
の

安
定
を
図
る
も
の
で
す
。

労
働
者
が
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
労
働
保

険
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
加
入
手
続
き
は
早

め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
名
瀬
労

働
基
準
監
督
署
☎
０
９
９
７

―
５
２
―
０
５
７
４　

名
瀬
公

共
職
業
安
定
所
☎
０
９
９
７
―

５
２
―
４
６
１
１

台
風
24
号
被
害
に
よ
る
相
談

窓
口
設
置
の
お
知
ら
せ

奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金

で
は
、
台
風
24
号
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
事
業
者
の
方
々
へ

の
融
資
及
び
既
存
借
入
金
の

返
済
方
法
等
に
関
す
る
ご
相

談
に
対
応
す
る
た
め
、
相
談

窓
口
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
通
常
の
金
融
業
務

（
融
資
・
保
証
）
に
関
す
る
ご

相
談
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

幅
広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
奄
美
群

島
振
興
開
発
基
金
徳
之
島
事

務
所　

☎
０
９
９
７
―
８
２
―

０
３
０
９　

※
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
～
午
後
４
時

「
第
10
回
健
康
の
ま
ち
ジ
ョ
ギ

ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す

今
年
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

は
、
徳
之
島
町
制
施
行
60
周
年

事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
昼
食
と
し
て
美
農
館
の
カ
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飛べない鳥 ・ ヤンバルクイナの明日をつくる
企画課　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

（執筆者：NPO 法人どうぶつたちの病院 沖縄　長嶺 隆）

　1981 年沖縄・やんばるの森で発見された鳥は、飛べな

いクイナ科の鳥類でした。ヤンバルクイナと名付けられ

たその鳥は、チャボくらいでぽっちゃりしていて、真っ

赤なくちばしと脚、背中はオリーブ色で胸からおなかに

かけては黒の地に白のしま模様をしていて、その姿はユ

ニークでとても人気物です。また、なぜ発見されなかっ

たのか不思議なくらい大きな声で鳴きます。日本の鳥類

では唯一の飛べない鳥で、世界中の飛べないクイナの中で最も北に生息している鳥です。世

界中に飛べないクイナは 33 種ほどいますが、13 種はすでに絶滅し、残る 20 種のうち 18 種

はすでに絶滅の危機に立たされています。その理由は、元々いなかったネコ等の肉食の哺乳

類に襲われてしまうことでした。ノネコに追いつめられている徳之島のクロウサギやトゲネ

ズミたちと同じです。そしてヤンバルクイナも絶滅の淵に立たされました。私たちは絶対に

絶滅をさせまいという思いで人工繁殖に着手し、今年もかわいいヒナが生まれました。

飼育下で繁殖に成功したヤンバル
クイナの親子

　平成 30 年 12 月 16 日、徳之島に棲息する希少な生きものたちを題材に、シンポジウム「徳之島の不思
議な生き物たち～世界自然遺産と絶滅危惧種保全～」を開催します。これにちなみ、シンポジウムに登壇
される講師の方々から執筆いただいた記事を、10・11・12 月の３号連続ご紹介します。

７
月
26
日
、
町
健
康
の
森
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
「
第
50
回
徳
之
島
町
小
学
校
陸
上

記
録
会
」
が
行
わ
れ
、
町
内
各
小
学
校
の
５
年

生
か
ら
６
年
生
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

　
　
　
だ
よ
り

８
０
０
㍍
走

ハ
ー
ド
ル
走
（
60
㍍
）

６
年
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

５
年
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

６
年
走
り
高
跳
び

５
年
走
り
高
跳
び

６
年
走
り
幅
跳
び

５
年
走
り
幅
跳
び

６
年
百
㍍
走

５
年
百
㍍
走

種　

目

女
子
男
子
女
子
男
子
女
子
男
子
女
子
男
子
女
子
男
子
女
子
男
子
女
子
男
子
女
子
男
子
女
子
男
子
女
子
男
子
性
別

３
分
４
秒
２

２
分
38
秒
８

12
秒
５

10
秒
２

１
分
04
秒
３

58
秒
４

１
分
07
秒
０

１
分
02
秒
７

１
㍍
15

１
㍍
20

１
㍍
10

１
㍍
10

３
㍍
20

４
㍍
13

３
㍍
23

３
㍍
77

15
秒
５

13
秒
９

16
秒
０

14
秒
４

記　

録

亀
津
亀
津
神
之
嶺
亀
徳
亀
津
亀
津
亀
津
亀
津

（
手
々
）
中
島 

凛
・（
花
徳
）
松
本 
芽
衣

亀
津
亀
徳山手

々
花
徳
亀
徳
亀
津
亀
津
亀
津
亀
津
亀
津
学
校

清
島　

凜
海

吉
田　

直
輝

丸
山　

ゆ
り
乃

黒
木　

陽
向

黒
岩
・
吉
川
・
米
良
・
清
島

樺
山
・
大
保
・
吉
田
・
米
山

太
・
池
田
・
島
長
・
堀
脇

吉
田
・
松
山
・
鮫
島
・
米
良

米
山　

悠
太

田
中　

江
美
奈

梅
園　

侑
真

中
島　

凛

里
田　

茉
也

中
川　

杏

松
山　

康
太
郎

吉
川　

琳
望

樺
山　

勝
己

太　

捺
貴

吉
田　

剛

氏　

名

～平成 30 年度 第 50 回徳之島町小学校陸上記録会 結果～
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『スケルトン・キー』

道尾　秀介／著〔小説〕

19 歳の僕は、週刊誌記者の危険な
仕事を請け負っている。僕のよう
な人間をサイコパスと言うらしい。
“ もう一人の僕 ” が顔を出さないよ
うに気をつけて生きているが…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

○返却ポスト回収予定日

　阿田野平住宅 （11/3 ・ 20）、 花徳支所 （11/9・18）

お知らせ

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

の図書館展示11 月
・ 職員おすすめ

・ クリスマス絵本

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

『与論島・沖永良部島・徳之島　地
球の歩き方 JAPAN』

地球の歩き方編集室／編集〔実用書〕

沖縄と奄美大島の間に浮かぶ、与
論島・沖永良部島・徳之島。多彩
な見どころが点在する 3 島のタイ
プ別モデルプラン、アクティビティ
や島カルチャーなどを紹介する。
折り込みマップ付き。

『わけあって絶滅しました。』

丸山　貴史／著〔児童書〕

不器用だったり、不運だったり。
ドードー、シソチョウ、ティラノ
サウルスなど、いろいろな生き物
が絶滅した理由を、大きさ・生息
地等の基本データやイラストとと
もに紹介。切り取り式の「絶滅全史」
付き

『これからはじめる狩猟入門』

原田　祐介／監修〔実用書〕

狩猟の基本がわかる入門書。狩猟の
ルールから、狩猟免許・銃砲所持許
可の取り方、野外技術と装備、さま
ざまな猟の方法、フィールドサイン
の読み方、獲物の解体とその活用法
までを、カラーのイラストと写真で
解説する。

○あかちゃんおはなし会　11/4（日）午後 2 時 30 分～

○毎月のおはなし会　11/10（土）午後 2 時 30 分～

☆職員おすすめ本☆　    

『ごろりんたまねぎ』

いわさ　ゆうこ／作〔絵本〕

たまねぎの茶色の薄皮をぱりりと
むくと、ぴかぴかつるりん、まっ
しろ ! 縦にさっくり切って、また半
分に切ると、ぱらりぱらぱら、ば
らけたよ…。たまねぎの魅力を楽
しい擬音で伝える、おいしい野菜
の絵本。

☆朗読サークルいきゅん Do おはなし会

　11/24 （土）午後 2 時 30 分～

『薬指の標本』

小川 洋子／著〔小説〕

事故で薬指の先を失ってしまった
「わたし」は、標本室で働くことに

なる。ある日、「わたし」は標本室
の経営者であり標本技術者である
弟子丸氏に靴をプレゼントされる。
芥川賞・谷崎潤一郎賞・本屋大賞
受賞作家が描く、危うい世界観に
引き込まれます。
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・
妊
娠
中
の
心
と
身
体
の
付
き
合
い
方　
　
　

  

妊
娠
の
経
過
と
過
ご
し
方

・
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
と
食
事

　

妊
娠
中
・
産
後
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
食
に
つ
い
て

・
沐
浴
体
験

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

11
月
８
日
は

　
　
　

い
い
歯
の
日

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
11
月
12
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
11
月
15
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

　寝たきりなどのため歯科医院へ通院でき
ず、口腔ケア、入れ歯、むし歯等でお困りの
方を対象に、歯科医師等がご自宅、施設、病
院等へお伺いし、訪問歯科診療を行うことで
す。島内の歯科医院にお
いても、在宅歯科訪問を
行っております。ご希望
の方は各歯科医院へお問
い合わせください。

訪問歯科診療をご存知ですか？

助成対象年齢 助成の申請手続きに必要な物 助　成　額

徳之島町に住所のある 1 歳～ 12
歳（小学 6 年生）で任意接種 2
回のうち、1 回目の接種が済ん
でいる方

1 回目の接種が確認できる物

（母子手帳、・予防接種済証、・

領収書のいずれか） 

1,750 円

（助成はひとり 1 回限り、

差額は自己負担）

徳之島町に住所のある 13 歳～

18 歳（中学 1 年生～高校３年生

に相当する年齢の方）

身分を証明するもの
（健康保険証 ・マイナンバー

カード ・運転免許証 ・母子手
帳のいずれか）

2,500 円

（助成はひとり 1 回限り、

差額は自己負担）

季節性インフルエンザ予防接種の費用助成が始まります！

　季節性インフルエンザ予防接種を受けられる方は保健センターにて申請を行い、助
成券と予診票を受け取り、かかりつけ医に予約の上接種を受けてください。

＊必ず申請が必要です。（下記の表を参考に申請してください）

高齢者肺炎球菌予防接種の今年度対象の方へお送りした予診票の使用期限は、３月 29 日まで
です。おたふくかぜ（小児）任意接種の助成申請をされた方も、予診票の使用期限は３月 29 日
です。年度内に接種を済ませましょう。（お手元にある予診票は 4 月以降使用できません）

高齢者肺炎球菌・おたふくかぜ（ 小児） の予防接種はお済みですか？

痛
く
な
ら
な
い
と

歯
医
者
に
行
か
な
い

と
い
う
方
は
、
こ
の

機
会
に
歯
の
健
診
を

受
け
ま
せ
ん
か
？

成
人
の
約
８
割
が
か
か
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
歯
周
病
は
、
痛
み
が
な
く
静
か
に

進
行
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
痛
み
な
ど
の

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
半
年
に
１
回
く

ら
い
は
定
期
健
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。（
保
健
セ
ン
タ
ー
の
歯
科
相
談
日

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）



2018 年 11 月号広報とくのしま – 16 –

■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2018．

11
月
号
　
№
534

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

わっきゃまちの
「百歳到達」きまいたりっちゅ

今月は、長寿栄誉賞

の３名です！
みいかぜ

南区では「みんなの思い出に残る楽しい清掃」
を目指しました。

７月 15 日、南区は海の日の清掃活動を行い
ました。活動には約 50 名が参加して汗を流し、

「混岸の浜」と「南区会館」の清掃でたくさん
のゴミが集まりました。南区では、がんばっ
た子どもたちのために「漁なくさみ」を企画。
清掃後に下久志海岸へ移動し、青年団を中心
に追い込み漁を行いました。普段はなかなか
できない貴重な体験に、子どもたちもとても
喜んでいる様子でした。

きゅらしま
むうるし

大作戦！
～青少年育成町民会議・ボランティア清掃活動～

南
区

百
歳
到
達

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す仲田 豊彦 さん 德田 良雄 さん 篠原 フサ さん


